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一
　
は
じ
め
に

　

四
天
王
寺
に
は
「
聖
徳
太
子
摂
政
像
〔
伝
秦
川
勝
像
〕」
と
称

さ
れ
る
画
像
が
蔵
さ
れ
て
い
る
。
解
説
に
は
以
下
の
よ
う
に
あ

る（
１
）。聖

徳
太
子
摂
政
像
〔
伝
秦
川
勝
像
〕　

一
幅

紙
本
著
色　

安
永
七
年
（
一
七
七
八
）
九
三
・
八
×
三
五
・
八

銘
文
か
ら
「
秦
川
勝
像
」
と
し
て
伝
来
し
て
き
た
が
、
近
年
の

研
究
に
よ
り
、
奈
良
・
薬
師
寺
蔵
の
「
聖
徳
太
子
摂
政
像
」
の

忠
実
な
模
本
で
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
た
。讃
及
び
銘
文
か
ら
、

奈
良
の
井
上
平
五
郎
家
の
所
蔵
で
あ
っ
た
薬
師
寺
本
を
、
四
天

王
寺
中
之
院
が
幕
府
の
故
実
家
伊
勢
貞
丈
を
同
行
さ
せ
て
模
写

　
　
　
　

四
天
王
寺
本
〔
秦
川
勝
像
〕
を
め
ぐ
っ
て

伊
　
藤
　
　
純
　
　

し
た
も
の
で
あ
る
と
み
ら
れ
て
い
る
。
薬
師
寺
本
は
法
隆
寺
伝

来
「
唐
本
御
影
」
を
受
け
継
ぐ
中
世
に
遡
る
唯
一
の
遺
品
で
あ

る
が
、
笏
を
執
り
佩
刀
し
て
左
向
き
に
立
つ
太
子
の
図
様
は
、

中
世
以
降
ほ
と
ん
ど
流
布
し
な
か
っ
た
よ
う
で
、
本
図
は
こ
の

図
様
が
近
世
に
は
「
秦
川
勝
像
」
と
し
認
識
さ
れ
て
い
た
こ
と

を
示
し
て
お
り
、
太
子
図
像
流
布
の
様
相
を
探
る
上
で
興
味
深

い
資
料
で
あ
る
。

　

四
天
王
寺
本
「
聖
徳
太
子
摂
政
像
〔
伝
秦
川
勝
像
〕」
は
現
・

薬
師
寺
本
「
聖
徳
太
子
像
」
と
称
さ
れ
て
い
る
画
像
の
模
本
で
あ

る
。
四
天
王
寺
本
と
、
現
・
薬
師
寺
本
と
を
詳
細
に
比
較
検
討
し

た
石
川
知
彦
氏
は
、
現
・
薬
師
寺
本
の
制
作
年
代
（
一
三
世
紀
後

半
と
さ
れ
る
）
を
踏
ま
え
、
唐
本
御
影
と
の
比
較
検
討
か
ら
、
現
・
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四天王寺本　秦川勝像
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薬
師
寺
本
は
当
初
に
は
聖
徳
太
子
像
と
し
て
制
作
さ
れ
た
も
の

で
、
作
者
を
慶
政
上
人
（
一
一
八
九
～
一
二
六
八
）、
あ
る
い
は

彼
の
弟
子
筋
を
推
定
し
て
い
る
。
そ
の
後
、
現
・
薬
師
寺
本
が
伝

来
す
る
過
程
で
、
近
世
後
期
に
「
秦
川
勝
像
」
と
称
さ
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
の
だ
ろ
う
と
述
べ
て
い
る（

２
）。

加
え
て
「
薬
師
寺
本
制
作

に
際
し
て
、
太
子
の
髭
な
ど
何
故
に
『
唐
本
御
影
』
を
正
確
に
模

写
し
な
か
っ
た
の
か
は
、
現
時
点
で
は
不
明
と
言
わ
ざ
る
を
え
な

い
」
と
の
疑
問
も
述
べ
て
い
る
。

　

本
稿
で
は
石
川
氏
と
は
異
な
る
視
点
で
、
四
天
王
寺
本
「
聖
徳

太
子
摂
政
像
〔
伝
秦
川
勝
像
〕」
か
ら
判
明
す
る
事
実
、
さ
ら
に

は
推
測
さ
れ
る
周
辺
の
状
況
な
ど
に
つ
い
て
も
述
べ
て
み
た
い
。

　
　

二
　
四
天
王
寺
本
が
伝
え
る
事
実

　

四
天
王
寺
本
に
は
模
本
の
作
成
過
程
に
つ
い
て
の
書
き
込
み
が

あ
る
。
書
き
込
み
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
な
お
、
片
仮
名
を
平

仮
名
に
し
、
句
読
点
を
付
し
た
。

（
右
上
）

此
画
賛　

絹
地
彩
色
上
に
色
紙
形
を
と
る
。大
さ
此
紙
の
如
し
。

端
の
方
は
地
に
緑
青
を
ぬ
り
て
、
其
上
に
処
々
下
絵
あ
り
。
緑

青
の
色
変
し
、
文
字
皆
剥
落
し
て
見
え
ず
。
中
に
阿
弥
陀
の
三

字
か
す
か
に
見
ゆ
。
字
形
奥
の
方
よ
り
小
し
。
奥
の
色
帋
形
は

白
き
色
、
胡
粉
地
な
り
。
筆
者
、
世
尊
寺
行
成
卿
と
云
。
画
の

筆
者
は
伝
来
な
し
。
絹
の
幅
、
此
紙
の
横
の
通
り
な
り
。

右
は
秦
川
勝
像
、
賛
奈
良
人
井
上
平
五
郎
家
蔵
。

安
永
七
年
六
月　

四
天
王
寺
へ
奉
納
す
。

四
天
王
寺
中
之
院
摸
写

此
間
緑
青
地

　

描
か
れ
て
い
る
人
物
は
秦
川
勝
と
あ
る
。
こ
れ
が
最
も
重
要
な

事
実
で
あ
る
。
原
画
（
現
・
薬
師
寺
本
）
を
所
持
し
て
い
た
の
は

奈
良
の
井
上
平
五
郎
。
平
五
郎
が
所
持
し
て
い
た
画
像
を
、

一
七
七
八
年
（
安
永
七
）
六
月
に
四
天
王
寺
の
塔
頭
・
中
之
院
の

者
が
模
写
し
、
四
天
王
寺
に
納
め
た
と
。
原
画
の
讃
は
書
家
・
世

尊
寺
流
の
祖
・
藤
原
行
成
（
九
七
二
～
一
〇
二
七
）
に
よ
る
も
の

だ
が
、
絵
の
筆
者
は
不
明
で
あ
る
と
の
こ
と
。

（
右
下
）
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貞
丈
云
、
墨
か
き
の
筋
、
所
々
絶
た
り
。
太
刀
の
く
さ
り
、
前

の
方
な
し
。
同
さ
や
中
絶
。
平
緒
の
如
き
物
、上
の
は
し
な
し
。

皆
す
れ
は
げ
て
朽
損
、
虫
く
ひ
等
な
る
べ
し
。
又
云
、
冠
の
上

に
花
形
の
如
く
三
葉
あ
る
は
巾
子
を
括
り
た
る
緒
の
輪
に
な
り

た
る
に
て
や
あ
ら
ん
。

　

こ
の
絵
に
描
か
れ
て
い
る
装
束
・
武
具
に
つ
い
て
、
故
実
家
・

伊
勢
貞
丈
（
一
七
一
七
～
八
四
）
の
所
見
が
記
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
の
書
き
込
み
か
ら
、描
か
れ
て
い
る
人
物
は
秦
川
（
河
）

勝
で
あ
り
、
井
上
平
五
郎
が
所
持
し
て
い
た
原
画
（
現
・
薬
師
寺

本
）
を
一
七
七
八
年
に
模
写
し
た
と
い
う
事
実
を
踏
ま
え
、
周
辺

の
事
情
を
探
っ
て
み
た
い
。

　
　

三
　
秦
河
勝
に
つ
い
て

　

描
か
れ
て
い
る
人
物
は
秦
河
勝
で
あ
る
。
ま
ず
は
河
勝
に
つ
い

て
の
『
日
本
書
紀
』
の
記
述
を
見
た
い
。

六
〇
三
年
（
推
古
一
一
）
一
一
月
一
日

皇
太
子
、
諸
大
夫
に
謂か

た

り
て
曰の

た
ま

は
く
、「
我
、
尊た

ふ
と

き
仏
像
を
有た

も

て
り
。
誰
か
是
の
像
を
得
て
恭

ゐ
や
ま
ひ
を
ろ
が

拝
ま
む
」
と
の
た
ま
ふ
。
時
に

秦
造
河
勝
、
進
み
て
曰
さ
く
、「
臣
、
拝を

ろ
が

み
ま
つ
ら
む
」
と
ま

を
し
、
便
ち
仏
像
を
受
く
。
因
り
て
蜂
岡
寺
を
造
る
。

六
一
〇
年
（
推
古
一
八
）
一
〇
月
九
日

客
等
、
朝
庭
を
拝
む
。
是
に
、
秦
造
河
勝
・
土
師
連
菟
に
命
せ

て
、
新
羅
の
導
者
と
し
て
、
間
人
連
塩
蓋
・
阿
閉
臣
大
籠
を
以

ち
て
任
那
の
導
者
と
す
。

六
四
四
年
（
皇
極
三
）
七
月

都
鄙
の
人
、
常
世
の
虫
を
取
り
清し

き
ゐ座

に
置
き
て
、
歌
ひ
舞
ひ
福

を
求
め
て
珍た

か
ら財

を
棄す捨
つ
。
都か

つ

て
益ま

す
所
無
く
、
損お

と

り
費つ

ひ

ゆ
る

こ
と
極
め
て
甚

は
な
は
だし

。
に
、
葛
野
の
秦
造
河
勝
、
民
の
惑ま

と

は
さ
る

る
を
悪に

く

み
て
、
大お

ほ
ふ
べ
の
お
ほ

生
部
多
を
打
つ
。

　

以
上
の
三
つ
の
記
事
が
秦
河
勝
に
つ
い
て
『
日
本
書
紀
』
が
記

す
と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ
れ
を
見
る
限
り
で
は
、
当
時
の
世
に
あ
っ

て
河
勝
は
と
り
た
て
て
大
活
躍
し
た
重
要
な
人
物
と
し
て
は
描
か

れ
て
い
な
い
こ
と
が
分
か
る
。
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四
　
そ
の
後
の
秦
河
勝

　
『
日
本
書
紀
』
で
は
平
凡
な
記
述
に
す
ぎ
な
か
っ
た
秦
河
勝
で

あ
っ
た
が
、そ
の
後
、河
勝
の
イ
メ
ー
ジ
は
大
き
く
変
化
し
て
い
く
。

　
『
聖
徳
太
子
伝
暦
』（
九
一
七
年
）
で
は

五
八
七
年
（
用
明
二
）

乃
ち
軍
の

允
ま
つ
り
ご
と
す
る

秦
造
川
勝
に
命
じ
て
白ぬ

り
で

膠
木
を
取
り
て
、
四

天
王
の
像
を
尅
み
作
る
。
…
（
中
略
）
…
川
勝
、（
物
部
守
屋
）

大
連
の
頭
を
斬
る
。

　

仏
教
導
入
を
め
ぐ
っ
て
、
蘇
我
馬
子
・
聖
徳
太
子
の
導
入
派
と
、

物
部
守
屋
を
中
心
と
す
る
の
反
対
派
と
の
戦
の
記
述
で
あ
る
。
聖

徳
太
子
に
従
っ
て
河
勝
が
重
要
な
働
き
を
し
、
戦
勝
祈
願
の
た
め

河
勝
が
四
天
王
像
を
刻
ん
だ
と
い
う
。
さ
ら
に
敵
の
物
部
守
屋
の

首
を
取
っ
た
の
は
河
勝
で
あ
る
と
。
こ
の
『
聖
徳
太
子
伝
暦
』
の

記
事
に
対
応
す
る
『
日
本
書
紀
』
崇
峻
即
位
前
紀
で
は

是
の
時
に
、
厩
戸
皇
子
、
束ひ

さ
ご
は
な

髪
於
額
に
し
て
〈
古
俗
、
年
少
児

の
、
年
十
五
六
の
間
は
、
束
髪
於
額
に
し
、
十
七
八
の
間
は
、

分
け
て
角あ

げ
ま
き子

に
す
。
今
も
亦
然
り
〉
軍
の
後
に
随
へ
り
。
自
ら

忖は

か度
り
て
曰
は
く
、「
将は

た

、
敗
ら
る
る
こ
と
無
か
ら
む
や
。
願

に
非
ず
は
成
し
難
け
む
」
と
の
た
ま
ふ
。
乃
ち
白ぬ

り
で

膠
木
を
斮
り

取
り
て
、
疾と

く
四
天
王
の
像
に
作
り
、
頂た

き
ふ
さ髪

に
置
き
て
誓
を
発た

て
て
言の

た
まは

く
、…
（
中
略
）
…　

爰こ
こ

に
迹
見
首
赤い

ち
い梼

有
り
て
、（
物

部
守
屋
）
大
連
を
枝
の
下
に
射い

お
と堕

し
て
、
大
連
并
せ
て
其
の
子

等
を
誅こ

ろ

す
。
是
に
由
り
て
、
大
連
の
軍
、
忽た

ち
ま
ち然

に
自
づ
か
ら
に

敗
れ
ぬ
。

と
あ
る
。『
日
本
書
紀
』
の
記
述
で
は
四
天
王
像
を
制
作
し
た
の

は
聖
徳
太
子
自
身
で
あ
り
、
守
屋
を
討
っ
た
の
は
迹
見
首
赤
梼
で

あ
る
。
ど
こ
に
も
河
勝
の
名
前
は
登
場
し
な
い
。
こ
の
こ
と
か
ら

『
日
本
書
紀
』
か
ら
『
聖
徳
太
子
伝
暦
』
ま
で
の
二
〇
〇
年
近
く

の
間
、
聖
徳
太
子
を
め
ぐ
る
物
語
が
作
ら
れ
て
い
く
過
程
で
、
秦

河
勝
が
重
要
な
人
物
に
変
化
し
て
い
く
の
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
聖
徳
太
子
と
河
勝
の
関
係
が
よ
り
密
に
な
る
の
は
『
上

宮
聖
徳
太
子
伝
補
闕
記
』（
一
一
二
二
年
）で
あ
る
。
五
八
七
年（
丁

未
＝
用
明
二
）
の
記
述
で
は
、
物
部
軍
に
お
さ
れ
聖
徳
太
子
側
が
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不
利
に
な
り
つ
つ
あ
っ
た
時
に
「（
太
子
軍
の
）
士
卒
気
衰
。
軍

政
秦
川
勝
、
軍
を
率
い
太
子
を
護
り
奉
る
」
さ
ら
に
「
川
勝
白
樛

木
を
採
り
四
天
王
像
を
刻
造
す
」
と
あ
る
。
矢
に
当
た
り
木
か
ら

落
ち
た
物
部
守
屋
に
対
し
、
川
勝
は
「
進
ん
で
（
守
屋
）
大
連
の

頭
を
斬
る
」
と
。
こ
こ
ま
で
は
ほ
ぼ
『
聖
徳
太
子
伝
暦
』
と
同
じ

内
容
で
あ
る
が
、
戦
で
大
活
躍
し
た
川
勝
に
、
後
に
制
定
さ
れ
る

こ
と
に
な
る
冠
位
十
二
階
の
う
ち
「
大
仁
」
を
授
け
た
と
あ
る
。

　
『
聖
徳
太
子
伝
暦
』
か
ら
『
上
宮
聖
徳
太
子
伝
補
闕
記
』
ま
で

の
二
〇
〇
年
程
の
間
で
、
聖
徳
太
子
と
河
勝
の
関
係
は
よ
り
一
層

親
密
に
な
っ
て
語
ら
れ
る
の
で
あ
る
。『
日
本
書
紀
』
の
記
述
で

は
と
り
た
て
て
重
要
な
人
物
と
し
て
描
か
れ
て
い
な
か
っ
た
河
勝

が
、
時
を
経
る
に
従
い
、
聖
徳
太
子
の
行
動
と
分
か
ち
が
た
く
結

び
つ
き
、
あ
た
か
も
太
子
と
一
体
の
よ
う
に
語
ら
れ
て
い
く
の
で

あ
る
。

　
　

五
　
秦
河
勝
と
申
楽
（
猿
楽
）

　

一
方
、
秦
河
勝
は
申
楽
の
始
祖
と
し
て
語
ら
れ
る
こ
と
は
周
知

の
こ
と
で
あ
る
。
外
来
の
芸
能
が
日
本
に
導
入
さ
れ
た
こ
と
を
記

す
『
日
本
書
紀
』
で
は
、

六
一
二
年
（
推
古
二
〇
）
是
歳

百
済
人
味み

ま

し
摩
之
帰ま

い
き化

て
曰
く
「
呉く

れ

に
学
び
て
、
伎
楽
の
儛
を
得

た
り
」
と
い
ふ
。
則
ち
桜
井
に
安は

べ置
ら
し
め
て
、
少
年
を
集
へ

て
、
伎
楽
の
儛
を
習
は
し
む
。

と
あ
る
。
百
済
か
ら
の
味
摩
之
な
る
人
物
が
渡
来
し
、呉
の
芸
能
・

伎
楽
を
わ
が
国
に
伝
え
た
と
記
す
。

　

そ
の
後
一
二
三
三
年
（
天
福
元
）
に
狛こ

ま
の
ち
か
ざ
ね

近
真
が
古
来
の
楽
曲
・

楽
器
の
由
来
や
奏
法
を
集
成
し
た
『
教
訓
抄
』
四
で
は（

３
）

古
記
に
曰
く
、
聖
徳
太
子
我
朝
生
来
し
給
て
後
、
百
済
国
よ
り

舞
師
渡
る
〈
味
摩
子
〉、妓
楽
を
写
し
留
て
、大
和
国
橘
寺
一
具
、

山
城
国
太
秦
寺
一
具
、
摂
津
国
天
王
寺
一
具
、
寄
せ
置
く
所
な

り
。
…
（
中
略
）
…
又
雅
楽
習
写
し
給
て
は
、
公
家
一
具
寄
進

せ
ら
る
。〈
今
の
南
北
二
京
、
舞
人
楽
人
〉
天
王
寺
一
具
寄
せ

置
か
れ
る
。
彼
寺
の
仏
事
供
養
料
。
今
秦
氏
舞
人
楽
人
天
王
寺

住
む
。
寄
進
後
三
箇
絶
え
お
わ
る
。
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と
あ
る
。
聖
徳
太
子
の
時
代
に
百
済
か
ら
舞
師
「
味
摩
子
」
が
来

朝
し
た
と
い
う
内
容
は
『
日
本
書
紀
』
と
同
様
で
あ
る
。
加
え
て

舞
に
か
か
わ
る
モ
ノ
一
具
を
橘
寺
、
太
秦
寺
、（
四
）
天
王
寺
に

寄
せ
置
い
た
と
あ
る
。
申
楽
の
始
祖
と
し
て
河
勝
の
名
前
は
登
場

し
な
い
が
、
秦
河
勝
像
の
写
し
を
蔵
す
る
（
四
）
天
王
寺
の
名
前

が
登
場
す
る
。
ま
た
、
秦
氏
の
楽
人
が
（
四
）
天
王
寺
に
住
ん
だ

と
記
す
。

　

申
楽
の
始
祖
と
し
て
「
秦
河
勝
」
の
名
前
が
最
初
に
登
場
す
る

の
は
一
四
〇
〇
年
に
成
立
し
た
世
阿
弥
の
『
風
姿
花
伝
』

（
一
四
〇
〇
年
）
で
あ
ろ
う（

４
）。

（
序
）　

そ
れ
、
申
楽
延
年
の
事
わ
ざ
、
そ
の
源
を
尋
ぬ
る
に
、

あ
る
い
は
仏
在
所
よ
り
起
り
、
あ
る
い
は
神
代
よ
り
伝
は
る
と

い
へ
ど
も
、
時
移
り
、
代
へ
だ
た
り
ぬ
れ
ば
、
そ
の
風
を
学
ぶ

力
、
及
び
が
た
し
。
近
頃
万
人
の
も
て
あ
そ
ぶ
所
は
、
推
古
天

皇
の
御
宇
に
、
聖
徳
太
子
、
秦
の
河
勝
に
仰
せ
て
、
か
つ
は
天

下
安
全
の
た
め
、
か
つ
は
諸
人
快
楽
の
た
め
、
六
十
六
番
の
遊

宴
を
な
し
て
、
申
楽
と
号
せ
し
よ
り
こ
の
か
た
、
代
々
の
人
、

風
月
の
景
を
借
つ
て
、こ
の
遊
び
の
中
だ
ち
と
せ
り
。
そ
の
後
、

か
の
河
勝
の
遠
孫
、
こ
の
芸
を
相
継
ぎ
て
、
春
日
・
日
吉
の
神

職
た
り
。
よ
つ
て
、
和
州
・
江
州
の
輩
、
両
社
の
神
事
に
従
ふ

事
、
今
に
盛
ん
な
り
。

　
『
風
姿
花
伝
』
に
初
め
て
申
楽
の
始
祖
と
し
て
秦
河
勝
が
登
場

す
る
。
近
頃
（
世
阿
弥
の
時
代
）
行
わ
れ
て
い
る
申
楽
は
聖
徳
太

子
の
命
に
よ
っ
て
秦
河
勝
が
始
め
た
と
述
べ
て
い
る
。

さ
ら
に
、「
第
四　

神
儀
に
云
は
く
」
の
段
で
は（

５
）

上
宮
太
子
、
守
屋
の
逆
臣
を
平
ら
げ
給
ひ
し
時
も
、
か
の
河
勝

が
神
通
方
便
の
手
に
か
か
り
て
守
屋
は
失
せ
ぬ
と
、
云
々

と
あ
る
。
仏
教
導
入
を
め
ぐ
る
戦
に
お
い
て
、
河
勝
は
神
通
方
便

（
神
仏
の
不
可
思
議
な
力
）を
用
い
て
守
屋
を
倒
し
た
と
あ
る
。『
聖

徳
太
子
伝
暦
』『
上
宮
聖
徳
太
子
伝
補
闕
記
』
が
記
す
聖
徳
太
子

と
河
勝
の
密
接
な
関
係
を
『
風
姿
花
伝
』
は
踏
ま
え
て
い
る
の
で

あ
る
。

　

一
四
六
五
年
（
寛
正
六
）
頃
に
成
立
し
た
と
さ
れ
る
金
春
禅
竹

『
明
宿
集
』
で
は（

６
）
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秦
河
勝
の
事
。

成
長
に
従
ひ
、
才
智
世
に
す
ぐ
れ
、
賢
臣
・
忠
臣
の
誉
れ
を
受

く
。
そ
の
後
、
上
宮
大
子
の
御
身
を
離
れ
ず
随
順
し
た
て
ま
つ

る
。
守
屋
の
逆
臣
を
滅
ぼ
し
給
い
し
時
、
太
子
の
神
通
の
御
矢

に
当
て
、
櫓
よ
り
落
つ
る
と
て
、
法
華
の
文
を
唱
て
、「
如
我

昔
諸
願
、
今
者
已
満
足
」
と
。
河
勝
次
の
文
を
唱
て
、「
化
一

切
衆
生
、
皆
令
入
仏
道
」。
そ
の
頃
わ
、
こ
の
経
、
漢
土
よ
り

い
ま
だ
渡
ら
ざ
り
し
時
な
り
。
い
づ
れ
も
権
者
の
方
便
、
利
生

あ
ら
た
な
り
。
か
の
河
勝
に
猿
楽
の
業
を
仰
下
さ
れ
て
、
橘
の

内
裏
紫
宸
殿
に
て
翁
を
舞
ひ
初
む
。上
に
記
せ
る
ご
と
し
…（
中

略
）
…　

河
勝
の
御
子
三
人
、
一
人
に
わ
武
を
伝
え
、
一
人
に

わ
伶
人
を
伝
え
、
一
人
に
わ
猿
楽
を
伝
ふ
。
武
芸
を
伝
え
給
ふ

子
孫
、
今
の
大
和
の
長
谷
川
党
こ
れ
な
り
。
伶
人
を
伝
え
給
ふ

子
孫
、
河
内
天
王
寺
伶
人
根
本
也
。
こ
れ
わ
、
大
子
、
唐
の
舞

楽
を
仰
て
な
さ
し
め
給
ふ
。仏
法
最
初
の
四
天
皇
寺
に
於
き
て
、

百
廾
調
の
舞
を
舞
い
初
め
し
な
り
。
猿
楽
の
子
孫
、
当
座
円
満

井
金
春
大
夫
也
。

　

聖
徳
太
子
が
「
河
勝
に
猿
楽
の
業
を
仰
下
さ
れ
」
と
、
河
勝
が

申
楽
の
始
祖
で
あ
る
と
述
べ
、
続
け
て
河
勝
の
子
供
、
一
人
は
武

芸
、
一
人
は
伶
人
と
な
り
、
も
う
一
人
に
は
申
（
猿
）
楽
を
伝
え

た
と
あ
る
。河
勝
の
子
の
伶
人
は
四
天
王
寺
の
舞
師
の
祖
で
あ
り
、

申
楽
を
伝
え
た
子
は
円
満
井
座
（
金
春
座
）
の
祖
と
あ
る
。

　
　

六
　
原
画（
現
・
薬
師
寺
本
）を
所
持
し
て
い
た
井
上
平
五
郎

　

井
上
平
五
郎
は
奈
良
の
人
で
、
茶
湯
者
と
し
て
著
名
な
松
屋
家

と
親
密
な
関
係
で
あ
っ
た
。
井
上
家
と
松
屋
家
の
関
係
に
つ
い
て

は
永
島
福
太
郎
氏
の
詳
し
い
解
説
が
あ
る（

７
）。

松
屋
の
記
録
を
熱
心
に
写
し
た
り
、
蒐
集
し
た
も
の
は
井
上
平

五
郎
で
あ
る
。
水
谷
川
氏
本
お
よ
び
慶
大
本
の
識
語
に
も
井
上

平
五
郎
よ
り
の
借
覧
本
で
あ
る
旨
が
記
さ
れ
て
い
る
。
…
（
中

略
）…
松
屋（
土
門
氏
）に
は
名
物
集
は
宝
永
元
年（
一
七
〇
四
）

の
奈
良
大
火
で
焼
失
し
た
が
、
す
で
に
さ
る
人
が
他
門
に
懇
望

し
て
写
し
置
い
た
の
で
、
そ
れ
を
再
写
し
て
松
屋
の
備
本
に
し

て
置
い
た
。
た
ま
た
ま
火
災
以
前
の
松
屋
の
原
本
を
井
上
正
以

が
許
さ
れ
て
写
し
て
い
た
。
そ
の
正
以
が
写
し
た
の
は
、
そ
の
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前
半
だ
け
で
あ
っ
た
が
、子
孫
の
井
上
平
五
郎
の
代
に
至
っ
て
、

松
屋
か
ら
今
度
は
転
写
本
か
ら
で
は
あ
る
が
そ
の
後
半
を
写
し

て
与
え
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
が
わ
か
る
。
…
（
中
略
）
…
元
文

三
年
（
一
七
三
八
）
に
は
松
屋
元
亮
が
松
屋
を
中
心
と
し
た
茶

道
の
大
項
目
主
義
百
科
辞
典
と
も
い
う
べ
き
茶
湯
秘
抄
五
巻
を

編
述
し
て
い
る
。
そ
の
資
料
に
は
ぼ
う
大
な
記
録
が
必
要
だ
っ

た
ろ
う
か
ら
、
松
屋
の
蔵
書
は
か
な
り
そ
の
こ
ろ
も
あ
っ
た
と

い
え
よ
う
。
こ
こ
で
推
測
し
て
見
れ
ば
、
そ
の
あ
と
宝
暦
・
明

和
（
一
七
五
一
～
七
二
）
ご
ろ
に
、
井
上
氏
が
松
屋
茶
記
録
の

一
部
を
譲
与
さ
れ
て
い
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
と
い
う
こ
と
で

あ
る
。
こ
の
こ
と
は
松
屋
が
こ
の
こ
ろ
か
ら
、
急
速
調
に
衰
退

し
て
行
っ
た
こ
と
と
も
考
え
あ
わ
せ
て
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

　

井
上
家
と
松
屋
家
の
親
密
な
関
係
が
語
ら
れ
て
い
る
。
さ
ら
に

江
戸
時
代
中
頃
に
は
松
屋
家
の
財
政
が
傾
き
、
蔵
品
が
井
上
家
に

譲
与
さ
れ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
と
述
べ
る
。
井
上
家
と
松
屋
家

の
密
接
な
関
係
が
伺
え
る
。
し
か
し
、
茶
人
で
あ
る
井
上
家
に
秦

河
勝
像
が
伝
来
し
て
い
た
と
は
思
え
な
い
。
奈
良
の
豪
商
と
は
い

え
、
塗
師
を
家
業
と
し
て
い
た
松
屋
家
に
河
勝
像
が
伝
来
し
て
い

た
と
も
考
え
に
く
い
。
申
楽
の
始
祖
と
し
て
語
ら
れ
る
河
勝
な
の

で
、松
屋
家
と
能
楽
（
申
楽
）
者
と
の
関
わ
り
を
見
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
手
掛
か
り
が
得
ら
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。

　
　

七
　
松
屋
家
と
能
楽
（
申
楽
）

　

松
屋
家
と
能
楽
（
申
楽
）
者
と
関
係
を
知
る
に
は
、
松
屋
久
政

（
一
五
二
一
～
九
八
）・
久
好
（
？
～
一
六
三
三
）・
久
重
（
一
五
六
七

～
一
六
五
二
）
三
代
に
わ
た
る
『
松
屋
会
記
』
が
手
掛
か
り
に
な

る（
８
）。

　

能
楽
関
係
者
の
家
を
訪
問
し
て
茶
会
を
し
て
い
る
場
合
、
能
楽

関
係
者
と
松
屋
家
の
者
が
同
道
し
て
友
人
宅
を
訪
ね
て
茶
会
を

行
っ
て
い
る
場
合
が
あ
る
。
以
下
、
時
系
列
に
そ
っ
て
見
て
い
き

た
い
。
な
お
〔　

〕
内
の
人
物
の
解
説
は
、
茶
道
古
典
全
集
で
の

註
記
で
あ
る
。

「
久
政
茶
会
記
」
一
五
三
三
～
九
六
年　

六
三
年
間

一
五
六
一
年

　

7
／
25
生
女
宅
へ
行
く
。
金
春
権
守
〔
奈
良
金
春
座
の
鼓
打
〕

同
道
。
7
／
25
四
聖
坊
宅
へ
行
く
。
金
春
権
守
同
道
。
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一
五
八
六
年 

　

2
／
24
賀
茂
大
野
村
の
金
春
七
郎
安
照
〔
の
ち
八
郎
。
金
春
太

夫
〕
宅
へ
行
く
。
12
／
4 

金
春
七
郎
安
照
宅
へ
行
く
。

一
五
八
八
年

　

12
／
21
金
春
八
郎
〔
安
照
〕
宅
へ
行
く
。

一
五
九
五
年

　

4
／
19
金
春
八
郎
宅
へ
行
く
。

　

久
政
、
金
春
座
太
夫
の
許
を
訪
ね
る
こ
と
四
回
。
金
春
座
の
者

と
茶
会
席
に
同
道
す
る
こ
と
二
回
。
茶
会
記
に
よ
る
限
り
、
久
政

の
能
楽
者
と
の
交
遊
は
金
春
座
以
外
に
は
確
認
で
き
な
い
。

「
久
好
茶
会
記
」
一
五
八
六
～
一
六
二
六
年　

四
〇
年
間

一
五
八
八
年

　

2
／
26
金
春
又
二
郎
〔
金
春
座
太
鼓
打
か
〕
宅
へ
行
く
。

一
五
九
〇
年

　

5
／
20
東
阿
弥
陀
院
宅
へ
行
く
。
金
春
又
次
郎
同
道
。

一
五
九
四
年

　

4
／
17
金
春
八
郎
宅
へ
行
く
。

一
六
〇
九
年

　

12
／
12
大
坂
天
満
織
田
有
楽
様
宅
へ
行
く
。
金
春
八
郎
同
道
。

「
御
茶
の
時
は
、
金
カ
ウ
七
太
夫
〔
金
剛
座
の
太
夫
〕
御
呼
被

成
候
而
、
勝
手
よ
り
出
て
、
御
茶
の
時
は
三
人
に
な
る
」

　

12
／
12
大
坂
天
満
金
屋
道
也
宅
へ
行
く
。
金
春
八
朗
・〔
金
剛
〕

七
太
夫
同
道
。

一
六
二
二
年

　

11
／
2
住
吉
屋
道
務
宅
へ
行
く
。
大
蔵
源
（
右
脱
）
衛
門
〔
金

春
座
の
太
鼓
打
〕
同
道
。
12
／
6
大
蔵
弥
右
衛
門
〔
狂
言
師
〕

宅
へ
行
く
。

一
六
二
五
年

　

2
／
3
大
倉
源
右
衛
門
宅
へ
行
く
。

　

久
好
、
金
春
座
の
関
係
者
の
許
を
訪
ね
る
こ
と
五
回
。
金
春
座

の
者
と
茶
会
席
に
同
道
す
る
こ
と
三
回
。
こ
の
う
ち
一
回
は
金
剛

座
の
太
夫
も
同
道
し
て
い
る
。
茶
席
に
金
剛
座
の
太
夫
が
呼
ば
れ

る
こ
と
一
回
。
金
剛
座
の
関
係
者
も
登
場
す
る
が
、
久
好
も
金
春

座
と
の
関
係
が
深
い
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

「
久
重
茶
会
記
」
一
六
〇
四
～
五
〇
年　

四
六
年
間

一
六
〇
四
年
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4
／
22
金
春
八
郎
〔
名
は
安
照
。
金
春
太
夫
〕
宅
へ
行
く
。

一
六
一
八
年

　

1
／
19
服
部
甚
助
殿
宅
へ
行
く
。
大
倉
弥
右
衛
門
〔
金
春
方
狂

言
師
。
も
と
弥
太
郎
〕
金
春
三
助
〔
未
詳
〕
同
道
。

　

2
／
25
大
蔵
弥
右
衛
門
殿
宅
へ
行
く
。

一
六
二
五
年

　

12
／
12
大
蔵
長
右
衛
門
〔
金
春
座
小
鼓
打
〕
宅
へ
行
く
。
12
／

18
高
安
太
郎
左
衛
門
〔
金
剛
座
脇
師
〕
宅
へ
行
く
。
12
／
19
郡

山
奥
平
金
弥
殿
宅
へ
行
く
。
金
春
七
郎
〔
金
春
太
夫
〕
同
道
。

一
六
二
六
年

　

12
／
6
中
坊
左
近
様
宅
へ
行
く
。
高
安
太
郎
左
衛
門
、
大
蔵
源

右
衛
門
、金
春
三
助
同
道
。
12
／
25
大
蔵
源
右
衛
門
宅
へ
行
く
。

大
蔵
弥
右
衛
門
同
道
。

一
六
二
七
年

　

2
／
14
大
蔵
庄
左
衛
門
宅
へ
行
く
。
12
／
18
中
左
近
様
宅
へ
行

く
。
高
安
彦
太
郎
〔
の
ち
太
郎
左
衛
門
。
金
剛
座
脇
師
〕、
同

三
右
衛
門
〔
彦
太
郎
の
弟
。
金
剛
座
笛
師
〕
同
道
。

一
六
二
八
年

11
／
9
観
世
左
吉
〔
観
世
座
小
鼓
師
〕
宅
へ
行
く
。

一
六
二
九
年

2
／
9
大
蔵
長
右
衛
門
〔
金
春
座
小
鼓
打
〕
宅
へ
行
く
。
閏
2

／
7
千
貫
屋
良
以
宅
へ
行
く
。
金
春
七
郎
同
道
。

一
六
三
〇
年

1
／
14
金
春
七
郎
〔
宗
竹
〕
宅
へ
行
く
。
12
／
17
大
蔵
六
蔵
宅

へ
行
く
。
金
春
七
郎
、
同
新
介
同
道
。

一
六
三
一
年

1
／
8
松
平
下
総
守
様
宅
へ
行
く
。
大
蔵
源
右
衛
門
同
道
。
2

／
23
金
春
七
郎
宅
へ
行
く
。

一
六
三
八
年

1
／
4
松
平
下
総
守
様
宅
へ
行
く
。
大
蔵
弥
右
衛
門
同
道
。

一
六
三
八
年

2
／
4
江
戸
屋
与
左
衛
門
宅
へ
行
く
。
大
〔
倉
〕
長
右
衛
門
同

道
。

一
六
三
八
年

3
／
5
大
蔵
源
右
衛
門
宅
へ
行
く
。

一
六
四
一
年

　

2
／
19
大
蔵
長
右
衛
門
〔
金
春
座
の
小
鼓
打
〕
宅
へ
行
く
。
2

／
23
郡
山
日
高
右
衛
門
兵
衛
殿
宅
へ
行
く
。
大
〔
蔵
〕
源
右
衛
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門
同
道
。
2
／
23
郡
山
長
坂
茶
利
九
郎
殿
宅
へ
行
く
。
大
蔵
源

右
衛
門
同
道
。

一
六
四
二
年

　

2
／
7
大
蔵
源
右
衛
門
宅
へ
行
く
。「
金
剛
左
京〔
右
京
頼
勝
か
〕

ゆ
や
〔
熊
野
〕
の
曲
舞
あ
り
」

一
六
四
六
年

　

3
／
7
中
坊
長
兵
衛
殿
宅
へ
行
く
。「
書
院
に
て
は
や
し
三
番

有
之
、
又
金
剛
右
京
三
井
寺
、
大
蔵
源
右
衛
門
〔
助
三
。
金
春

座
の
太
鼓
打
〕
一
ち
ょ
う
つ
づ
み
」
12
／
22
小
堀
遠
江
守
殿
宅

へ
行
く
。
大
倉
源
右
衛
門
と
び
入
。

一
六
四
七
年

　

1
／
14
大
蔵
長
右
衛
門
〔
金
春
座
小
鼓
打
〕
宅
へ
行
く
。
1
／

28
石
井
宗
有
宅
へ
行
く
。　
「
書
院
に
て
う
た
い
（
謡
）
四
五

番
あ
り
、
ね
き
小
三
郎
、
大
倉
六
蔵
、
弥
平
次
弟
子
ど
も
」

　

2
／
3
平
野
権
平
殿
宅
へ
行
く
。
金
剛
左
（
右
）
京
同
道
。「
舞

台
に
て
、
能
七
番
有
候
、
太
夫
は
金
剛
左
（
右
）
京
、
主
殿
介

小
性
、脇
は
高
安
太
郎
左
衛
門
〔
金
剛
座
脇
師
〕・
平
野
権
平
殿
、

小
つ
つ
み
大
倉
長
右
衛
門
・
小
性
蒐
、
大
つ
つ
み
伊
右
衛
門
・

小
性
衆
、
笛
太
こ
小
性
衆
、
狂
言
平
権
平
殿
」

　

2
／
4
高
安
太
郎
左
衛
門
宅
へ
行
く
。「
書
院
に
て
、
色
々
の

菓
子
ど
も
、
う
た
い
六
七
番
有
候
、
…
（
中
略
）
…
金
〔
金
剛
〕

右
京
・
大
〔
大
蔵
〕
源
右
衛
門
〔
金
春
座
太
鼓
打
〕・
大
〔
大
蔵
〕

長
右
衛
門
・
奥
坊
・
高
〔
高
安
〕
三
右
衛
門
・
花
蔵
院
、
座
衆

六
七
人
出
る
」
2
／
22
大
蔵
源
右
衛
門
宅
へ
行
く
。「
う
た
い

十
番
程
有
之
、
内
一
番
は
、
は
や
し
也
」

一
六
四
八
年

　

2
／
8
大
倉
源
右
衛
門
宅
へ
行
く
。
2
／
19
大
倉
長
右
衛
門
宅

へ
行
く
。「
う
た
い
あ
り
、
は
や
し
三
番
あ
り
」
2
／
22
中
坊

宅
へ
行
く
。
金
春
八
郎
〔
金
春
座
の
太
夫
〕
な
ど
同
道
。

　
「
大
源
右
衛
門
〔
金
春
座
太
鼓
打
〕
一
挺
鼓
ニ
而
、　

は
ん
（
班
）

女
の
ゆ
ふ
へ
の
あ
ら
し
よ
り
、
大
〔
大
蔵
〕
庄
左
衛
門
〔
大
蔵

太
夫
。
金
春
家
の
別
家
〕
う
た
い
、
大
長
右
衛
門
〔
金
春
座
の

小
鼓
打
〕
一
挺
鼓
に
て
、
三
井
寺
、
山
寺
の
春
の
夕
よ
り
大
庄

左
衛
門
う
た
い
」

　

久
重
が
金
春
座
関
係
者
の
許
に
出
向
く
こ
と
一
一
回
、
金
剛
座

関
係
者
宅
へ
は
二
回
、
観
世
座
関
係
者
宅
へ
は
一
回
。
同
姓
同
名

の
人
物
も
登
場
し
正
確
に
は
数
え
に
く
い
が
、
茶
席
へ
の
同
道
者

も
金
春
座
関
係
者
が
圧
倒
的
に
多
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
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こ
の
よ
う
に
『
松
屋
会
記
』
で
久
政
・
久
好
・
久
重
三
代
の
能

楽
（
申
楽
）
関
係
者
と
の
交
遊
関
係
を
見
る
と
、
松
屋
家
は
金
春

座
の
人
と
の
交
遊
関
係
が
極
め
て
深
い
こ
と
が
分
か
る
。

　
　

八
　
四
天
王
寺
本
・
秦
川
勝
像
周
辺
の
事
実
と
推
論

　

現
・
薬
師
寺
本
が
最
初
に
紹
介
さ
れ
た
の
は
『
薬
師
寺　

全
』

と
の
こ
と（

９
）。「

聖
徳
太
子
像
」
と
し
て

本
図
は
法
隆
寺
献
納
宝
物
（
旧
御
物
）
と
し
て
著
名
な
阿
佐
太

子
筆
の
伝
説
の
あ
る
聖
徳
太
子
二
王
子
像
（
い
わ
ゆ
る
「
唐
本

御
影
」）
の
う
ち
の
太
子
像
に
似
て
お
り
、
お
そ
ら
く
こ
れ
を

本
に
し
て
描
か
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
…
（
中
略
）
…
最
も

注
目
す
べ
き
は
、
御
物
本
太
子
像
に
描
か
れ
て
い
る
口
髭
や
顎

鬚
が
本
図
に
は
ま
っ
た
く
描
か
れ
て
い
な
い
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
本
図
に
は
御
物
に
み
ら
れ
な
い
幾
つ
か
の
点
が
認

め
ら
れ
る
が
、
さ
り
と
て
本
図
を
彼
と
は
別
系
統
の
一
遺
品
と

考
え
る
べ
き
有
力
な
根
拠
は
な
く
、
そ
れ
ら
の
相
違
点
は
彼
を

粉
本
と
し
な
が
ら
も
、
新
し
い
時
代
趣
向
を
盛
り
込
ん
だ
と
い

う
範
囲
内
で
理
解
し
得
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

と
あ
る（

（（
（

。
唐
本
御
影
と
の
相
違
点
を
指
摘
し
な
が
ら
も
、
現
・
薬

師
寺
本
は
今
日
ま
で
聖
徳
太
子
を
描
い
た
も
の
と
さ
れ
て
き
た
。

し
か
し
、
四
天
王
寺
本
〔
伝
秦
川
勝
像
〕
に
書
き
込
ま
れ
た
内
容

か
ら
、
現
・
薬
師
寺
本
は
聖
徳
太
子
で
は
な
く
秦
河
勝
像
と
し
て

制
作
さ
れ
た
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。

　

一
方
、
唐
本
御
影
の
聖
徳
太
子
像
と
、
現
・
薬
師
寺
本
は
酷
似

し
て
い
る
こ
と
も
事
実
で
あ
る
。『
聖
徳
太
子
伝
暦
』（
九
一
七
年
）、

『
上
宮
聖
徳
太
子
伝
補
闕
記
』（
一
一
二
二
年
）
で
見
て
き
た
よ
う

に
、
聖
徳
太
子
と
秦
河
勝
の
イ
メ
ー
ジ
が
分
か
ち
が
た
く
結
び
つ

て
い
っ
た
と
い
う
事
実
も
見
て
き
た
と
お
り
で
あ
る
。

　　

以
下
、こ
れ
ま
で
明
ら
か
に
し
て
き
た
事
実
を
下
敷
き
に
し
て
、

私
の
推
論
を
述
べ
る
こ
と
と
す
る
。

　

秦
河
勝
へ
の
見
方
が
時
と
と
も
に
変
化
し
て
い
く
の
と
並
行
す

る
か
の
よ
う
に
、
申
楽
も
成
長
し
展
開
し
て
い
く
。
自
ら
の
芸
能

の
始
祖
の
姿
・
秦
河
勝
の
姿
を
創
作
す
る
に
あ
た
っ
て
、
聖
徳
太

子
と
あ
た
か
も
一
体
の
人
物
と
し
て
語
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
河

勝
で
あ
っ
た
た
め
、
唐
本
御
影
の
聖
徳
太
子
像
を
下
敷
き
・
手
本
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に
し
て
河
勝
像
（
現
・
薬
師
寺
本
）
を
作
り
上
げ
た
の
で
は
な
か

ろ
う
か
。
河
勝
像
（
現
・
薬
師
寺
本
）
が
、
絵
画
研
究
者
の
見
解

で
あ
る
一
三
世
紀
後
半
の
作
と
す
る
な
ら
ば
、『
教
訓
抄
』

（
一
二
三
三
年
）
に
妓
楽
に
関
す
る
一
具
下
さ
れ
た
寺
院
の
一
つ

に
（
四
）
天
王
寺
の
名
称
が
初
め
て
登
場
し
て
以
降
、
数
十
年
間

の
ど
こ
か
で
河
勝
像
が
創
作
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
後
『
風

姿
花
伝
』（
一
四
〇
〇
年
）
で
申
楽
の
始
祖
と
し
て
秦
河
勝
の
名

が
明
記
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
河
勝
像
を
創
作
し
た
の
は
大
和
申

楽
四
座
の
う
ち
で
最
も
歴
史
が
古
い
と
さ
れ
る
円
満
井
座
（
金
春

座
）
に
よ
っ
て
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　
『
松
屋
名
物
集（

（（
（

』
に
見
ら
れ
る
と
お
り
、
松
屋
家
は
広
く
茶
湯

に
関
連
す
る
各
所
の
名
品
を
調
査
し
記
録
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う

な
流
れ
の
中
で
、
金
春
座
関
係
者
と
の
交
遊
が
深
か
っ
た
松
屋
家

だ
か
ら
こ
そ
、
河
勝
像
の
存
在
を
知
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
は
な

か
ろ
う
か
。
秦
河
勝
像
が
一
時
松
屋
家
の
所
有
と
な
っ
て
い
た
の

か
、
松
屋
家
か
ら
の
情
報
に
よ
っ
て
後
に
井
上
家
が
河
勝
像
を
所

持
す
る
こ
と
と
な
っ
た
の
か
は
分
か
ら
な
い
が
、
一
七
七
八
年
の

時
点
で
は
河
勝
像
は
井
上
平
五
郎
の
許
に
あ
っ
た
こ
と
は
動
か
な

い
事
実
で
あ
る
。

　聖徳太子　　　『集古十種』秦川勝　　『集古十種』



― 109 ―

　

そ
の
後
、『
集
古
十
種
』（
一
八
〇
〇
年
）
の
時
点
で
は
「
蔵
未

詳
」
と
註
記
さ
れ
て
お
り
、
行
方
不
明
と
な
っ
て
い
た
こ
と
も
事

実
で
あ
る
。

　

ど
の
よ
う
な
経
緯
を
経
た
の
か
は
全
く
分
か
ら
な
い
が
、
い
つ

の
時
に
か
、
秦
河
勝
像
は
薬
師
寺
が
所
有
す
る
と
こ
ろ
と
な
り
、

今
日
に
至
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
現
・
薬
師
寺
本
は
伝
来
に
つ
い

て
の
記
録
は
な
い
よ
う
で
、
そ
の
図
様
が
唐
本
御
影
の
聖
徳
太
子

像
と
酷
似
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
少
し
の
相
違
点
に
気
づ
い
て
は

い
た
も
の
の
、
唐
本
御
影
に
よ
っ
て
創
作
さ
れ
た
聖
徳
太
子
像
と

し
て
今
日
ま
で
語
ら
れ
て
き
た
の
で
あ
る
。

　
　

九
　
終
わ
り
に

　

二
〇
二
〇
年
二
月
四
日
、
四
天
王
寺
宝
物
館
で
開
催
さ
れ
て
い

た
「
令
和
二
年
新
春
名
宝
展　

聖
徳
太
子
の
姿
」
で
「
聖
徳
太
子

摂
政
像〔
伝
秦
川
勝
像
〕」に
私
は
初
め
て
対
面
し
た
。
そ
れ
ま
で
、

唐
本
御
影
を
は
じ
め
と
す
る
聖
徳
太
子
画
像
に
少
な
か
ら
ず
興
味

を
持
っ
て
き
た
私
で
あ
る
。
四
天
王
寺
本
に
は
、
現
・
薬
師
寺
本

は
秦
河
勝
で
あ
る
と
記
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。先
人
と
同
様
に
、

現
・
薬
師
寺
本
は
唐
本
御
影
を
も
と
に
創
作
さ
れ
た
聖
徳
太
子
像

で
あ
る
と
、
何
ら
疑
問
を
抱
か
ず
に
い
た
私
に
と
っ
て
、
驚
き
を

超
え
て
大
き
な
衝
撃
で
あ
っ
た
。

　

衝
撃
を
跳
ね
返
す
べ
く
、
手
近
な
史
料
を
少
し
ず
つ
捲
っ
て
み

た
結
果
の
報
告
が
こ
の
小
文
で
あ
る
。

　

事
実
と
推
論
部
分
が
ご
ち
ゃ
混
ぜ
に
な
ら
ぬ
よ
う
に
書
き
分
け

た
つ
も
り
で
は
あ
る
が
、
推
論
が
過
ぎ
て
い
れ
ば
、
そ
れ
は
私
の

勉
強
不
足
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
諸
賢
の
御
寛
恕
、
御
叱
正
を
願

う
次
第
で
あ
る
。

註
（
1
）『
平
成
二
十
七
年
新
春
名
宝
展　

太
子
の
ま
な
ざ
し
｜
聖
徳
太

子
信
仰
の
多
様
性
｜
』（
四
天
王
寺
勧
学
部　

二
〇
一
四
年
）。

（
２
）
石
川
知
彦
「
薬
師
寺
の
聖
徳
太
子
像
と
四
天
王
寺
の
『
秦
川
勝

像
』」（『
密
教
図
像
』
二
五
号　

二
〇
〇
六
年
）。

（
３
）
日
本
思
想
大
系
23
『
古
代
中
世
芸
術
論
』（
岩
波
書
店　

一
九
七
三
年
）
八
九
頁
。

（
４
）
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
88
『
連
歌
論
集　

能
楽
論
集　

俳
諧

集
』（
小
学
館　

二
〇
〇
一
年
）
二
〇
九
頁
。

（
５
）
註
（
４
）
二
五
○
頁
。「
第
四　

神
儀
篇
」
は
、
他
の
本
文
と

は
異
な
り
、後
に
付
載
さ
れ
た
と
さ
れ
る（
風
姿
花
伝　

解
題
）。

（
６
）
日
本
思
想
大
系
24
『
世
阿
弥　

禅
竹
』（
岩
波
書
店　
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一
九
七
四
年
）
四
○
四
～
○
五
頁
。

（
７
）
松
屋
会
記
「
解
題
」『
茶
道
古
典
全
集
』
九
巻
（
淡
交
社　

一
九
五
七
年
）
四
六
五
～
六
六
頁
。

（
８
）『
茶
道
古
典
全
集
』
九
巻
（
淡
交
社　

一
九
五
七
年
）。

（
９
）
前
掲
註
（
２
）
石
川
論
文
。

（
10
）
奈
良
六
大
寺
大
観　

第
六
巻
『
薬
師
寺　

全
』（
岩
波
書
店　

一
九
七
〇
年
）
一
○
二
頁
。

（
11
）『
茶
道
古
典
全
集
』
一
二
巻
（
淡
交
社　

一
九
六
二
年
）。

【
付
記
】
四
天
王
寺
本
〔
秦
川
勝
像
〕
の
実
見
・
写
真
撮
影
に
あ
た
っ

て
は
、
四
天
王
寺
勧
学
部
主
任
学
芸
員
・
一
本
崇
之
氏
の
助
力
を

得
た
。
こ
こ
に
明
記
し
、
感
謝
を
表
す
る
次
第
で
あ
る
。　
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